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ヘルパ1謂膣から螂o旧祉箏薫所の立』二腓へ

　　　　一「まあち」がまちに根づく時一
増田アツミ（生活協同組合・さいたま高齢協所沢地域福祉事業所r表あち」代表）

はじめに

　生活協同組合・さいたま高齢協は、3年前に

発足しました。当初から生協法による法人取

得を目ざし、今年0月ようやく神奈111に続いて

全国18番目の生協法人として認可を得ました。

　現在組合員は約600名、ヘルパー講座修了生

が半数を占めます。県内を7つの地域センター

に分け、ヘルパー講座、福祉住環境コーデイネ

ーター講座、パソコン教室など講座を主とし

た事業をおこない、また農業、旅行、学習会、

地域のイベント参加など各地域の特長を生か

した活動に取り組んでいます。地域福祉事業

所は、今年度2～3カ所の開設が目標です。

ヘルパー講座から事業所立上げへ

　昨年、私の住んでいる所沢ではヘルパー講

座を、3級を1回、その修了生を対象に2級講座

を1回行いました。新しい出会いから親しい人

問関係へと移行するのに合せて6ヵ月という期

間はちょうどよい時間経過であったのか、講

座修了後、すぐに準備会をスタートすること

ができました。高齢協のヘルパー講座は、年

齢制限のない事、土日中心の開催のため、年

齢的には40代～60代前半が中心で、仕事を持

っている人も多く、受講後の希望も資格を生

かした常勤の仕事や、家族の介護のために、

週2日位のヘルパーの仕事などと三つに分か

れ、準備会もこの傾向を反映した構成となり

ました。行きつ戻りつの議論をくり返しなが

ら、終った後の飲み会でさらに盛り上がり、6

回の準備会を経て、5月10日の開設総会では次

のように確認する事が出来ました。

◎わが町所沢に根づいて3月の空のように明

るく活動したいと「まあち」と命名。

◎当面ホームヘルプサービス、講座開催、ボ

ランテイア活動を三つの柱とする。

◎従ってヘルパー、ボランティアの二つの登

録制とし、全員組合員であること。

◎活動の発展の為に当初より常勤、有給の事

務局体制とする。

◎資格に関わらず時給850円でスタート、事

業の見通しをふまえて改訂する。

◎介護保険の元では居宅介護支援事業、訪問

介護事業の二つは必須条件であるが、資金面

でケアマネージャーの確保がむずかしく、地

域での実績作りを優先し訪問介護のみの指定

事業者としてスタートする。

◎話し合いと合意を大切にする。

開設に向けての力強い後押しは地域の中での、

長年培ってきた人間関係のネットワークです。

事務所を破格の値段で提供してくれる人、ヘ

ルパー講座の講師の先生方からのアドバイス

や資金カンパ、全部無償で提供された事務所

の備品、資金調達の為のバザーへの献品、映

画上映への協力、あるいはチラシ作成や印刷

への援助など、貴重な財産となりました。10

人集まれば1o通りの輪が広がります。この

「輪」を大切に手入れしていくことで、「まあ
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ち」はがんばれそうです。

「ま5ち」を取りまく所沢の介竈保険事情

　所沢市は埼玉県の西南部に位置し、都心ま

で00分程のベッドタウンです。人口32．5万人、

高齢化率は県内平均値に近い1l，7％、介護保

険認定者数はおよそ2900名、うち施設入所者

数700名程を除いた約2200名が在宅介護の対象

者と思われます。県内でも先進的という事で

何かと話題を集めています。訪問調査は100％

市が行い、認定審査会の数が多く、利用者へ

の独自の助成としては障害手帳1～3級保有者

には1割負担分の全額助成が売りです。市の担

当者によると、ケアプラン作成は社会福祉協

議会、医療生協、R福祉法人、所沢市の4者の

占める率が高く、ヘルパーの数では「『まあち』

さんは大手ですね」とのことです。

　一方利用者はいいにつけ悪いにつけ訪問調

査での事業者の囲い込みが不可能なため、ケ

アプラン作成にあたっての事業者選択の情報

が少ないようです。そこで「まあち」として

は、ケアマネージャーからの仕事待ちだけで

はなく、ヘルパー1人1人が地域の情報の引き

出しをたくさん持って頼れる相談者となり、

質のいいケアマネージャーを見つけて利用者

をサポートしていく。つまり、ヘルパー　鰯卿徽

始。記念すべき最初の利用者は“Mさん”52

才の女性です。胃が痛くなる程の不安を抱え

ての初仕事は月半ばからで総時間22．5時問、

手にする予定の介護報酬はズシリと重い53560

円です。Mさんからの評価が気になるところ

です。9月は利用者が3人に増えて、70時間の

サービス予定。訪問介護のみの事業であるた

め、1人づつ利用者を増やしていく地道な努力

が何より必要だと痛感します。

　収益面では、第1のハードルを月300時間に

設定。ここで単独で事務所経費が生み出せま

す。次に500時間に目標を置き、働いた人の時

給の改善につなげたいものです。

　ヘルパー数では大手（？）の「まあち」は、

人材豊かです。現在登録者は38名、内訳は介

護福祉士2名、1級ヘルパー1名、2級ヘルパー

21名、3級ヘルパー14名、専門資格として栄養

士、調理士、住環境コーデイネーター、看護婦

などなど。さらに、今年ケアマネージャーに

チヤレンジをする人もいます。高齢者を、丸

ごと地域で支えるしくみを作っていける大き

な可能性を秘めているのです。40万円にも満

たない資金で小さな第1歩をふみ出した「まあ

ち」の試みが、人と地域を大切にした高齢協

の仕事起しにつなげられる様がんばりたいも

のです。

がケアマネージャーを選ぶ訳で、そこか

ら仕事の可能性が見えてくる。「まあち」

の生きる道は、ここらあたりにありそう

です。

「まあち」の可能性

　7月15日に待っていた指定事業者の許

可が下り、いよいよ8月からサービス開
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